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令和5年 令和6年 令和7年

OS選定

MDMなど選定 
仕様の決定

入札
発注

構築・キッティング

GIGA2運用開始
Now We are here!

GIGA2スケジュール　(令和7年導入)

標準仕様書



• 都道府県単位での共同調達が中心 
• デバイス利活用状況の把握が求められる 
• 標準パッケージと応用パッケージ

GIGA第2期のポイント



GIGA第2期でJamfが提供するソリューション

‣Appleデバイス専用MDM 
‣iPad GIGA標準パッケージ

‣コンテンツフィルタリング 
‣iPad GIGA応用パッケージ 



モバイルデバイス管理 
Jamf Pro



GIGA第１期 iPadとJamfの採用率
GIGAにおけるOSシェア（台数ベース）　　GIGA導入iPadにおけるJamf採用率

Jamf Pro 約50%

50% 50%

Jamf Pro 他社MDM

70%

30%

iPad その他1

iPadOS 約30％ 



Appleデバイス専用MDM

= iPadとの高い親和性



Apple管理フレームワークに完全準拠
‣App Storeアプリのライセン配信管理 
ASMで購入したアプロライセンスの配信・回収 
‣自動デバイス登録 
デバイスセットアップ時のMDM自動登録に対応 
‣管理対象Apple IDやクラス情報(in ASM)を 
デバイス利用者登録用として取り込み可能

‣OSが受付可能な全コマンドを送信可能 
‣各デバイスのもです・OSバージョン等に応じて 
送信可能なコマンド送信ボタンで表示 
‣OSセットアップ命令を「時間指定付き」で送信可能 
‣コマンドの個別送信・一括送信が可能

‣Appleデバイスようの設定フォーマット 
‣Jamf Pro管理画面で以下全ての操作が可能 
1.新規作成・編集・保存 
2.外部からの取り込み(アップロード)・追加編集 
3.作成済み構成プロファイルのダウンロード 
(他MDMやApple Configurationにも提供可能) 
4.管理デバイスへの配信・回収操作も容易

‣Appleの新管理方式にもいち早く対応済み 
「宣言型デバイス管理(DDM)※」 
‣PDFファイルの塔の電子書籍ファイルも配信可能 
‣Appleデバイスのみを管理できるツールのため 
他OS用語等は一切無く、操作性にも無駄が無い 
‣App Configurationに対応 
「アプリの初期設定」も配信可能(対象アプリのみ)

Apple School Manager (ASM) 連携 各種コマンド送信

構成プロファイルの配信管理 その他



Apple最新OSへ同日サポート

2018 2017 2013 2013 20212014 2015 2019 20202016 2022 20232012 



1. 文科省標準仕様書への準拠 
2. 年次更新の工数削減 
3. 学校向けの充実したサービス

Jamf Pro 
GIGA第2期対応ポイント



Jamf Pro 
GIGA第2期対応ポイント

1. 文科省標準仕様書への準拠 
2. 年次更新の工数削減 
3. 学校向けの充実したサービス



GIGA第2期 標準仕様書 MDM最低スペック基準　
要件 項目・要約

必須

最低スペック基準（P.4,P.7）- 端末管理機能（MDM）- 
予備機を含む整備，更新する端末すべてに端末管理機能(MDM)を整備する 
以下の設定機能を有していること 
・端末の機能制御設 
・端末が利用するApp/Bookの配信 
・接続先ネットワークの制御 
・紛失及び盗難時のセキュリティ設定（強制ロック、強制ワイプなど）

必須

最低スペック基準（P.4, P.7, P.8, P.10）- 端末の稼働状況を把握 - 
端末の利活用状況を客観的に把握する機能を整備する 
・MDMのデバイスチェックインを利用する方法

・Webフィルタリングの機能を利用してインターネットトラッフィックの有無を可視化する方法

必須

最低スペック基準（P.4, P.10）- セキュリティ対策 - 
・マルウェアから端末を保護する機能を整備する

・ストレージにデータを暗号化して保存する機能を利用

必須
ガイドライン（P.4）- 補助要件 - 
違法，有害情報との接触を防ぎ、安心，安全なインターネット利用するため、Webフィルタリング
機能を整備する

端末の稼働状況を把握 全てに準拠済



デバイス稼働状況把握の流れ
1. Jamf Proが24時間ごとにデバイスチェックインの有無を自動で取得 

2. 取得した情報をスマートデバイスグループ機能を利用して管理コンソールのダッ
シュボードに表示 

3. 管理者は一定期間通信が発生していない（＝利用されていない）デバイスの台数を
リアルタイムに把握 

4. ワンクリックで利用されていないデバイス一覧が表示され、デバイスの特定が可能



　※リスト上に載せる情報はカスタマイズ可能です。 

　[シリアル番号、デバイス名、所属グループ名、等々100項目以上の項目から選択可能]

　
Click→

デバイスリストが表示→

Jamf Proでデバイスの稼働状況を把握する

Hall Cでご確認ください！



Jamf Pro 
GIGA第2期対応ポイント

1. 文科省標準仕様書への準拠 
2. 年次更新の工数削減 
3. 学校向けの充実したサービス



年次更新の工数削減　Return to Service

Return to Service

従来のキッティング

終了

言語選択 地域選択 入力言語選択 Wi-Fi設定 MDMプロファイル登録 終了Hello

Hello

No Touch でホーム画面へ
Wi-Fiパスワードの公開不要

手作業

iPadの初期化から再設定するまでのプロセスを自動化



Return to Service App 操作イメージ

アプリを選択

デバイスを初期化し、再設定までを…すべてワンタッチで！

赤ボタンを押下 あとは、そのまま待機 

Jamfから初期化と再設定のコマンドが送信

設定完了



Jamf Pro 
GIGA第2期対応ポイント

1. 文科省標準仕様書への準拠 
2. 年次更新の工数削減 
3. 学校向けの充実したサービス



iPadの授業をより便利に
Jamf Teacher App

・授業中に利用できるAppを制限、非許可Appは    
   非表示に 

・授業中やテストで接続するウェブサイトを制限 

Hall Cでご確認ください！



1) 教員用デバイスをJamfで管理

2) デバイスはIntuneに登録される
3) Intuneは Azure上にデ
バイスレコードを作成

4) Jamfがコンプライアンス状況
を検証してAzureに通知 5) Azureが会社のリソー

スへのアクセスを許可

6) コンプライアンスに準拠していないデバイスをブロックJamfが改善の手順をユーザに案内

校務システム 
(機密情報)

Device Compliance (旧 : 条件付きアクセス) 
学校iPadから校務システムへのアクセスをセキュアに

with Microsoft

Entra ID

Intune

Jamf Pro



コンテンツフィルタリング 
Jamf Safe Internet



Jamf Safe Internetのポイント

1. 新しいフィルタリング方式の採用 
2. デバイス利用状況の把握 
3. 完全ゼロタッチ導入



‣ iOS/iPad OS 16以降の最新テクノロジー 

‣ Proxy Serverの負荷問題を解決 

‣ユーザ体験の向上 

‣ Native DoH (DNS-over-HTTPS)の搭載

Apple最新テクノロジー採用 
On Device Contents Filtering (ODCF)



詳細なデバイス利用状況の確認する



Jamf Pro Jamf Safe Internet

　デバイスの利用有無 ✔ ✔

　デバイスの利活用状況 ✔

　　接続先ドメインカテゴリごとのアクセス回数 ✔

　　接続先ドメインカテゴリごとのアクセスブロック回数 ✔

　　接続先ドメインごとのアクセス回数 ✔

　　接続先ドメインごとのアクセスブロック回数 ✔

　　有害サイトへのアクセスブロック回数 ✔

　詳細

※有害サイト = マルウェア、スパム、フィッシング

確認できるアクセスログの範囲



組織のポリシーにあった安全なインターネット閲覧 

Webフィルタリング：ドメイン、URL指定

カテゴリーの例外規則として、特定のドメインや 
URLを [許可] or [ブロック]指定できます。 
※1行ずつの手入力もCSVインポートも可能 



Google セーフサーチ 

例 : アダルト コンテンツや刺激の強い暴力的な
コンテンツなど

Google 検索の検索結果に対して露骨な表現を含
むコンテンツを除外することが可能です。 

YouTube制限付きモード
YouTube の検索結果や埋め込まれた 
YouTube 動画から成人向けコンテンツを　
非表示にします。

危険コンテンツを制限 

Googleセーフサーチ & YouTube制限付きモードを有効化

・・・・通常制限 (12才以上対象)

・・・・強い制限 (12才未満対象)



完全ゼロタッチ導入

UEM Connect
連携

ワンストップのサポート体制



文教セッション
15:00 Hall A-2 
教育現場における iPad 管理の最新トレンド  
 -Deep-Dive セッション- 

17:20 Hall C  
教育向けセキュリティ「Jamf Safe Internet」と 「Jamf 
Data Policy」-Deep-Dive セッション- 



ご清聴ありがとうございました。
Hall Cでお待ちしております！



Helping organizations succeed with Apple


